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7. 火山 

7.1 調査内容 

敷地を中心とする半径 160km の範囲（以下「地理的領域」という。）に分

布する火山の活動時期，噴出物の種類等に係る文献調査，地質調査等によ

り，敷地への火山事象の影響を検討した。調査対象とする火山は第四紀に

活動した火山（以下「第四紀火山」という。）とした。 

 

7.1.1 文献調査 

第四紀火山の分布に関する主要な文献としては，第四紀火山カタログ編

集委員会編（1999）（１），気象庁（2005（２），2013（３）），地質調査総合セン

ター（2021）（４），西来ほか編（2012）（５），中野ほか編（2013）（６），日本地

質学会編（2009）（７），町田・新井（2011）（８）等があり，主として地質調査

総合センター（2021）に拠って火山噴出物の種類，分布，地形，規模，活

動間隔等を把握した。 

 

7.1.2 地形・地質調査 

「3. 地盤」における調査結果等を参照するとともに，地表地質踏査等

を実施し，確認されたテフラの露頭観察，分析等によって降下火砕物の給

源，厚さ等を把握した。 

 

7.1.3 地球物理学的調査 

地震活動，地震波速度構造等に関する調査を実施し，マグマ溜まりの規

模や位置に関連する地下構造等について検討し，火山の活動性を把握した。 
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7.2 調査結果 

7.2.1 原子力発電所に影響を及ぼし得る火山の抽出 

7.2.1.1 地理的領域内の第四紀火山 

文献調査の結果，地理的領域内には，和久羅山，大根島，シゲグリ， 横田
よ こ た

火山群，大山，森田
も り た
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の第四紀火山が分布する（第 7.2－1 図）。 

地理的領域内に分布する第四紀火山のうち，気象庁（2013）は敷地の南

西約 55km に位置する三瓶山を活火山としている。 

 

7.2.1.2 将来の火山活動の可能性 

完新世に活動を行った三瓶山は，原子力発電所に影響を及ぼし得る火山

として抽出した。また，和久羅山，大根島，シゲグリ，大山，森田山，女

亀山，北条八幡，川本，倉吉，隠岐島後，槇原，郡家，佐坊，美方火山群，

大屋・轟，神鍋火山群及び上佐野・目坂は，最大活動休止期間よりも最新

活動からの経過時間が短いこと，又は最大活動休止期間が不明であること

か ら ， 原 子 力 発 電 所 に 影 響 を 及 ぼ し 得 る 火 山 と し て 抽 出 し た      

（第 7.2－1 表）。 

一方，横田火山群，蒜山，大江高山，三朝，扇ノ山及び照来は，最新活

動からの経過期間が，最大活動休止期間より長いことから将来の活動可能

性は十分小さいと評価した。 

 

7.2.2 設計対応不可能な火山事象を伴う火山活動の評価 

原子力発電所に影響を及ぼし得る火山（以下「検討対象火山」という。）

については，原子力発電所の運用期間中における活動可能性が十分小さい

と判断できないことから，過去の最大規模の噴火による設計対応不可能な

火山事象を伴う火山活動の評価を行った。 

 



 6－7－3 

7.2.2.1 火砕物密度流 

地質調査の結果，敷地には，検討対象火山を起源とする火砕物密度流堆

積物は確認されていないとともに，文献調査の結果，確認されている最大

到達距離は，検討対象火山と敷地との距離よりも十分に小さいことから，

火砕物密度流が敷地に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

 

7.2.2.2 溶岩流 

地質調査の結果，敷地には，検討対象火山を起源とする溶岩流は確認さ

れていないとともに，文献調査の結果，確認されている最大到達距離は，

検討対象火山と敷地との距離よりも十分に小さいことから，溶岩流が敷地

に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

 

7.2.2.3 岩屑なだれ，地滑り及び斜面崩壊 

地質調査の結果，敷地には，検討対象火山を起源とする岩屑なだれ，地

滑り及び斜面崩壊は確認されていないとともに，文献調査の結果，確認さ

れている最大到達距離は，検討対象火山と敷地との距離よりも十分に小さ

いことから，岩屑なだれ，地滑り及び斜面崩壊が敷地に影響を及ぼす可能

性は十分小さいと評価した。 

 

7.2.2.4 新しい火口の開口及び地殻変動 

文献調査の結果，敷地と活火山である三瓶山は約 55km と十分な距離があ

ること，敷地近傍において熱水活動が認められないこと及び深部低周波地

震が認められないことから，新しい火口の開口及び地殻変動が敷地に影響

を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

 

7.2.2.5 火山活動のモニタリング 

過去の最大規模の噴火による設計対応不可能な火山事象が敷地に到達・

発生した可能性は十分小さく，原子力発電所の運用期間中に設計対応不可
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能な火山事象が敷地に到達・発生する可能性は十分小さいと評価したこと

から，火山活動のモニタリングは不要である。 

 

7.2.3 火山事象の影響評価 

検討対象火山が噴火した場合，原子力発電所の安全性に影響を及ぼす可

能性について検討した。なお，降下火砕物（火山灰）については，地理的

領域外の火山も含めてその影響を検討した。 

 

7.2.3.1 降下火砕物（火山灰） 

(1) 敷地における降下火砕物の分布状況（文献調査） 

敷地周辺における主な第四紀火山起源の降下火砕物の分布を    

第 7.2－2 図に示す。 

町田・新井（2011）によると，地理的領域内の火山のうち，敷地に到

達した可能性のある降下火砕物の給源は三瓶山及び大山とされており，

降下火砕物として三瓶木次テフラ及び大山松江テフラが示されている。

また，地理的領域外の火山のうち，敷地に到達した可能性のある降下火

砕物の給源は，鬼
き

界
かい

カルデラ，姶良カルデラ，阿多
あ た

カルデラ，阿蘇
あ そ

カル

デラ及び鬱陵島とされており，降下火砕物として鬼界アカホヤ火山灰，

姶良Ｔｎ火山灰，阿蘇４火山灰，鬼界葛原火山灰，阿多火山灰，阿蘇３

火山灰及び鬱陵隠岐火山灰が示されている。 

敷地では，「3. 地盤」に示すとおりボーリング調査等の地質調査を実

施した結果，第四紀火山を給源とする降下火砕物（給源不明を含む）は

確認されていない。 

(2) 地理的領域内の火山による降下火砕物の影響評価 

検討対象火山について，原子力発電所の運用期間中の噴火規模を想定

し，降下火砕物の影響評価を行った。このうち，三瓶山及び大山につい

ては，これらを給源とする降下火砕物が敷地に到達した可能性があるこ

と及び過去に火山爆発指数（ＶＥＩ）６規模の噴火が発生していること
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を踏まえ，詳細検討を行った。 

ａ．三瓶山 

文献調査により，三瓶木次テフラが敷地周辺に到達した可能性が示

唆されたことから，敷地を中心とする半径約 30km の範囲において三瓶

山起源の降下火砕物の層厚を確認するための地質調査を実施した。地

質調査の結果，三瓶山起源の降下火砕物のうち，三瓶木次テフラ及び

三瓶雲南テフラが火山灰層として認められた。文献調査及び地質調査

により三瓶木次テフラが確認された地点及びこれらに基づく等層厚線

を第 7.2－3 図に示す。敷地は，三瓶木次テフラの等層厚線で 10cm 程

度の範囲に位置している。また，文献調査及び地質調査により三瓶雲

南テフラが確認された地点を第 7.2－4 図に示す。陸域における地質調

査では三瓶雲南テフラの火山灰層は認められなかったが，松江市島根

町沖約 10km に位置する大陸棚において実施した柱状採泥調査では最

大４cm の三瓶雲南テフラの火山灰層が確認されている。 

三瓶山は，前述のとおり敷地の南西約 55km に位置しており，最大標

高約 1,126m の男
お

三瓶
さ ん べ

山を最高峰とする。直径約５km のカルデラと，

カルデラ形成期の軽石流堆積物及びカルデラ中央のデイサイト溶岩ド

ーム山体から成る複成火山である（日本地質学会編（2009））。 

地質調査総合センター（2021）によると，三瓶山の形式は火砕流台

地－カルデラと火砕丘及び溶岩ドームであるとされ，主な岩石はデイ

サイト及び安山岩であるとされている。 

三瓶山の噴火履歴について，階段ダイヤグラムを第 7.2－5 図に示す。

なお，地質調査総合センター（2021）によると，三瓶山の北西に位置

し，デイサイト溶岩から成る森田山は，カルデラ形成以前の山体で，

古三瓶あるいは先三瓶と呼ばれる先カルデラ火山とされていることか

ら，噴火履歴の検討に当たっては，森田山の噴火も含めて評価した。 

日本地質学会編（2009）によると，三瓶山の噴出については，第１

期から第６期が，それぞれ約 0.11Ma，0.07Ma（フィッション・トラッ
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ク法による年代値），0.04Ma（層序による年代値），0.015Ma，0.0045Ma，

0.0036Ma（放射性炭素同位体法による年代値）とされており，森田山

が約 1.08Ma（約 1.01Ma；松浦・土谷（2003）（９），約 1.15Ma；Kimura et 

al.（2003）（10））とされている。 

松浦・土谷（2003）によると，森田山は，三瓶山の最初の噴出物で

あった可能性があり，三瓶山は山陰地域の鮮新世以降の一般的な火山

活動継続時間と同程度の 100 万年に及ぶ長い活動レンジを持っている

とされている。 

三瓶山の火山活動は，約 110 万年前の森田山の噴火に始まり，約 100

万年間の休止後，約 11 万年前に再び噴火したと考えられる。約 11 万

年前の噴火以降については，日本地質学会編（2009）によると，第１

期から第６期に区分され，約千年～数万年ごとに噴火を繰り返してい

る。なお，第６期の活動のあとにも，噴火活動を示唆する最新降下火

山灰が認められるが，福岡・松井（2000（11），2002（12））によると，第

６期に噴出した太平山降下火山灰の二次堆積物である可能性があると

されている。 

日本地質学会編（2009）によると，第１期から第３期にかけて，３

回のプリニー式噴火があったとされ，これらの爆発的噴火により，現

在のカルデラが形成されたとされている。また，第２期（約７万年前）

においては，多量の大田軽石流堆積物（以下「三瓶大田」という。）及

び三瓶雲南テフラが噴出している。カルデラ形成後の第４期（約 1.5

万年前）においては，サブ・プリニー式の噴火が発生し，三瓶浮布テ

フラを広範囲に噴出している。Maruyama et al.（2020）（13）によると，

この三瓶浮布テフラは２つのテフラに細区分されるとし，上部のテフ

ラは中国地方及び近畿地方の広い範囲で薄く堆積し，一方，下部のテ

フラは近畿地方南部及びその近海，四国東端で見出され，テフラ分布

域も異なり，上部のテフラと比較し厚く堆積するとされている。第５

期以降は溶岩ドームを形成する活動へと変化し，爆発性が低下してい
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るとされている。 

階段ダイヤグラムによる検討の結果，約 110 万年前の森田山の噴火

以降，噴火規模の最も大きな三瓶木次テフラの噴出までの期間（約 100

万年）は，三瓶木次テフラの噴出からの経過期間（約 11 万年）に比べ

十分に長い。一方，数 km3 以下の規模の噴火については，三瓶木次テ

フラの噴出以降においても繰り返し発生している。 

地球物理学的調査の結果，Zhao et al.（2011）（14）は，三瓶山の北

東－南東側の地下深部に広がる低速度層と低周波微小地震の存在から，

マグマ溜まりの存在する可能性を示唆している。下鶴ほか編（2011）（15）

に示されるマグマの SiO2 と密度の関係より，東宮（1997）（16）のマグ

マの深さと組成との関係を確認した結果，マグマの密度と地殻の密度

が釣り合う深さ（浮力中立点）は，爆発的噴火を引き起こす珪長質マ

グマであれば７km 程度である。三瓶山の地下深部に広がる低速度層が

仮にマグマ溜まりとしても，これらの低速度層は 20km 以深に位置して

おり，東宮（1997）による珪長質マグマの浮力中立点の深度７km より

も深い位置にあると推察される。また，日本原子力研究開発機構（2009）

（17）は，三瓶山の南側の地下 20km 付近に低比抵抗体の存在が認められ

るとしており，これは Zhao et al.（2011）に示される低速度層の存

在と調和的である。 

現在の活動について，気象庁（2012）（ 18）及び火山噴火予知連絡会

（2020）（19）によると，火山性地震，噴気・地熱域の観測結果から，火

山活動に特段の変化はなく，静穏に経過しており，噴火の兆候は認め

られないとされている。 

以上のことから，原子力発電所の運用期間中には第１期の三瓶木次

テフラのような広域火山灰を降下させる規模の噴火を起こす可能性は

十分小さいと評価した。また，第２期の三瓶大田は，火砕物密度流主

体の噴火であることから，前述のとおり設計対応不可能な火山事象を

伴う火山活動として評価した。なお，三瓶大田と同時期の降下火砕物
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とされる三瓶雲南テフラは，文献調査に基づく同テフラの分布範囲及

び降灰層厚を踏まえると三瓶浮布テフラの噴出量を上回るものではな

いと評価した。原子力発電所の運用期間中の噴火規模として，第１期

の三瓶木次テフラの噴出時を除いて降下火砕物の噴出量が最大である

第４期の三瓶浮布テフラを考慮することとし，その噴出量を第四紀火

山カタログ編集委員会編（1999）から小田火砕流・浮布降下軽石の４

km3 と日
ひ

影
かげ

山（溶岩）0.15km3 を足し合わせた 4.15km3 とした。 

敷地は三瓶山の風下側に位置し，風向によっては降灰が想定される

ことから，移流拡散モデルを用いた火山灰シミュレーションにより降

灰分布を確認した。三瓶浮布テフラの噴出規模を考慮し，気象庁の鳥

取地方気象台及び松江地方気象台の各月の大気パラメータ（1988 年１

月から 2013 年６月までの約 26 年間の月平均風速の平均値及び月平均

風向の最頻値）を用いてシミュレーションを実施した結果，偏西風の

弱まる８月の降下量が最大となり，敷地における降灰層厚は 4.7cm と

なった（第 7.2－6 図）。次に，８月の大気パラメータを基本とし，風

向，風速，粒径，密度及び噴煙柱高度のパラメータの不確かさを考慮

して降灰層厚への影響を検討した結果，風向の不確かさを考慮した検

討として敷地方向への仮想風を考慮したケースが最大となり，敷地に

おける降灰層厚は 33.5cm となった。また，火山の活動様式の不確かさ

として，火砕物密度流主体の三瓶大田の噴出規模 6.60km3（須藤ほか

（2007）（20））を考慮したシミュレーションを実施した結果，敷地にお

ける降灰層厚は 7.5cm となった（第 7.2－7 図）。 

前述のとおり，敷地は三瓶山の風下側に位置し，風向によっては降

灰が想定される。また，Maruyama et al.（2020）によると，三瓶浮布

テフラの分布域は２方向に区分され，その一方（上部）が中国地方の

広範囲に分布している。以上のことから，シミュレーションによる検

討に加え更なる保守的な検討として，町田・新井（2011）による三瓶

浮布テフラの 50cm 等層厚線の主軸は三瓶山から敷地の方向とは異な
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るが，その主軸上の三瓶山から敷地までの距離に相当する 55km 地点の

降灰層厚を敷地における降灰層厚として考慮した。なお，敷地におけ

る降灰層厚の算定式は，50cm 等層厚線の主軸方向に対し，降灰層厚が

給源からの距離に反比例するものと仮定し，三瓶山から 61km の降灰層

厚 50cm 地点をコントロールポイントとして設定した。その結果，敷地

における降灰層厚は 55.5cmとなった（第 7.2－8図及び第 7.2－9図）。 

敷地における降灰層厚の算定式の適用に当たり，三瓶山から敷地に

相当する範囲（概ね三瓶山からの距離が 50km から 70km までの範囲）

の層厚が保守的な評価となることを確認するため，文献調査による降

灰層厚と算定式による降灰層厚との関係を確認した結果，広島県北東

部（道
どう

後
ご

山周辺）及び岡山県北西部（新
にい

見
み

市神郷
しんごう

）において，文献調

査による降灰層厚が算定式による降灰層厚を上回ることを確認した。

また，これらの文献調査による降灰層厚は，周辺の降灰層厚と比較し

突出して大きい値を示すことから，地質調査により降灰層厚の評価を

行った。広島県北東部（道後山周辺）では，野村・田中（1987）（ 21）

によると，三瓶浮布テフラの降灰層厚は 70cm であるとされているが，

地質調査の結果，三瓶浮布テフラの降灰層厚は 30cm であり，野村

（1991）（22）に示される地質柱状図の三瓶浮布テフラ層の読取り値約

15cm～約 30cm（再堆積を除く）と調和的であることを確認した   

（第 7.2－10 図）。また，岡山県北西部（新見市神郷）では，林・三浦

（1987）（23）によると，地質柱状図の三瓶浮布テフラ層の読取り値では

約 155cm とされているが，地質調査の結果，三瓶浮布テフラの降灰層

厚は最大 40cm であった（第 7.2－11 図）。三瓶山から敷地に相当する

範囲において，地質調査による各降灰報告地点の層厚は，算定式によ

る降灰層厚と比較し小さく，算定式による降灰層厚は，保守的な降灰

層厚評価となっていることから，敷地における降灰層厚の算定式を用

いることは妥当であると評価した。 

以上のことから，原子力発電所の運用期間中の噴火規模として想定
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した三瓶浮布テフラについて，文献調査，地質調査，火山灰シミュレ

ーション及び敷地周辺の降灰層厚を踏まえた検討結果 55.5cm を踏ま

え，敷地における降下火砕物の層厚を 56cm と評価した。 

 

ｂ．大山 

文献調査により，大山松江テフラが敷地周辺に到達した可能性が示

唆されたことから，敷地を中心とする半径約 30km の範囲において大山

起源の降下火砕物の層厚を確認するための地質調査を実施した。地質

調査の結果，大山起源の降下火砕物のうち，大山松江テフラが火山灰

層として認められた。文献調査及び地質調査により大山松江テフラが

確認された地点及びこれらに基づく等層厚線を第 7.2－12 図に示す。

大山松江テフラの層厚は，概ね町田・新井（2011）による等層厚線と

同等であり，敷地は等層厚線 20cm～35cm の範囲に位置し，敷地におけ

る層厚は 30cm 程度と推定される。 

大山は，敷地の東南東約 53km に位置し，最大標高約 1,729m の剣
けん

ヶ
が

峰

を最高峰とする。東西約 35km，南北約 30km，総体積約 120km3 を超え

る大型の複成火山である。 

地質調査総合センター（2021）によると，大山の形式は溶岩ドーム

と火砕丘及び溶岩流であるとされ，主な岩石はデイサイト及び安山岩

であるとされている。また，Morris（1995）（24）等によると，大山の位

置する山陰地域の地下には，日本列島の中では特異的に中新世の背弧

拡大で形成された四国海盆由来のスラブが沈み込んでおり，大山の噴

出物は，若いスラブの部分融解に由来するとされるアダカイトから成

るとされている。 

大山の噴火履歴について，階段ダイヤグラムを第 7.2－13 図に示す。 

津久井（1984）（25）によると，大山の噴出物は，古期と新期に区分さ

れ，古期噴出物は厚い溶岩流から成る古期溶岩類，広大な裾野を形成

する溝口凝灰角礫岩層及び側火山から成るとされている。新期噴出物



 6－7－11 

は，軽石層，火山灰層，火砕流堆積物，溶岩円頂丘等から成るとされ

ている。 

守屋（1983）（26）によると，日本の第四紀火山の発達史的分類が行わ

れており，大山が分類される円錐火山は，火山地形に応じて，前期（第

１期と第２期）と後期（第３期と第４期）の２期にまとめられている。

大山の地形は，円錐火山の噴火輪廻のうち，第２期の厚い溶岩流，第

３期の中小規模火砕流堆積面の発達を経て，現在は末期である第４期

の溶岩円頂丘が発達しているとし，後期型円錐火山とされている。 

津久井ほか（1985）（27）によると，大山の噴出物の年代は，Ｋ－Ａｒ

放射年代値として，古期噴出物が約 0.96Ma～約 0.30Ma，新期噴出物が

約 0.09Ma～約 0.02Ma とされている。また，大山の火山活動は，約 100

万年前の溶岩円頂丘形成や溶岩流出から始まり，約 60 万年前から約

40 万年前にかけて，現在の大山の骨格の大部分を形成した活動（古期

溶岩類，溝口凝灰角礫岩層等）があり，約 40 万年前以降に繰り返した

噴火は，長期間の噴火休止期間が無く，１万年～数万年ごとに噴火を

繰り返したとされている。町田・新井（2011）によると，第四紀後期

には６回以上のプリニー式噴火によるテフラが生じたとされ，そのう

ち，最大規模の噴火は，約 5.5 万年前以前の大山倉吉テフラとされて

いる。また，原子力規制委員会（2018）（28）によると，大山生
なま

竹
だけ

テフラ

の噴出規模は，京都市越
こし

畑
はた

において確認された大山生竹テフラの降灰

層厚等を踏まえると 10km3 以上と考えられるとされている。 

階段ダイヤグラムによる検討の結果，約 40 万年前の溝口凝灰角礫岩

の堆積以降，噴火規模の最も大きな大山倉吉テフラの噴出までの期間

（約 34.5 万年）は，大山倉吉テフラの噴出からの経過時間（約 5.5

万年）に比べ十分に長い。一方，数 km3 以下の規模の噴火については，

大山倉吉テフラの噴出以前若しくは以降においても繰り返し発生して

いる。 

マグマ供給系に関する検討について，産業技術総合研究所（2018）（29）
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によると，大山の噴出物（アダカイト）のスラブメルト指標（Sr/Y-Y）

から，高噴出率期と低噴出率期では噴出物が異なる組成トレンドを持

つことを明らかにし，アダカイトの多様性はマントル－スラブメルト

反応の相違を反映したものであり，約 10 万年前から始まった高温マン

トルの関与が約２万年前にはほとんどなくなり，噴火が継続できなく

なったと理解できるとされている。また，Yamamoto and Hoang（2019）

（30）は，大山のアダカイトについて，K2O 量，（La/Yb）n 比，87Sr/86Sr

及び 206Pb/204Pb 比の化学組成の時系列変化からも高噴出率期と低噴出

率期では異なる組成トレンドを持つとしており，約２万年前の噴火で

は低噴出率期のトレンドになるとしている。 

地球物理学的調査の結果，Zhao et al.（2011）及び Zhao et al.（2018）

（31）は，大山の地下深部に広がる低速度・高ポアソン比と 2000 年鳥取

県西部地震震源域のモホ面付近に集中する低周波微小地震の存在から，

マグマ溜まりの存在する可能性を示唆しているが，仮にマグマ溜まり

としても，これらの低速度・高ポアソン比は 20km 以深に位置しており，

東宮（1997）による珪長質マグマの浮力中立点の深度７km よりも深い

位置にあると推察される。なお，大見（2002）（32）によると，2000 年

鳥取県西部地震震源域の深部低周波地震は，深部のマグマ活動に限定

して考えるよりも，スラブから供給された流体の挙動に基づくものと

考えるほうが理解しやすいとされている。 

以上のことから，原子力発電所の運用期間中には大山倉吉テフラの

ような広域火山灰を降下させる規模の噴火を起こす可能性は十分小さ

いと評価した。原子力発電所の運用期間中の噴火規模として，敷地周

辺において確認された大山松江テフラを考慮することとし，その噴出

量を須藤ほか（2007）から 2.19km3 とした。さらに，原子力発電所の

運用期間中の噴火規模として，大山倉吉テフラの噴出時を除いて最大

規模の噴火である大山生竹テフラについても考慮することとし，その

噴出量を原子力規制委員会（2018）及び関西電力（2019）（33）から 11.0km3
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とした。 

現在の気象条件において，敷地の東方に位置する大山を給源とする

降下火砕物が大山松江テフラのような西向きの降灰分布となる可能性

を確認するため，移流拡散モデルを用いたシミュレーションにより降

灰分布を確認した。大山松江テフラの噴出規模を考慮し，気象庁の鳥

取地方気象台及び松江地方気象台の各月の大気パラメータ（1988 年１

月から 2013 年６月までの約 26 年間の月平均風速の平均値及び月平均

風向の最頻値）を用いてシミュレーションを実施した結果，偏西風の

弱まる８月の降下量が最大となり，敷地における降灰層厚は 0.1cm と

なった（第 7.2－14 図）。現在の気象条件では，敷地の東方に位置する

大山を給源とする降下火砕物が町田・新井（2011）や地質調査結果に

おいて確認されたような西向きの降灰分布となる可能性は十分小さい

ことが確認された。また，大山生竹テフラは，敷地及び敷地周辺では

確認されていないことから，火山灰シミュレーションにより敷地にお

ける降灰層厚を確認した。大山松江テフラの降灰分布の検討と同様の

大気パラメータを用いてシミュレーションを実施した結果，偏西風の

弱まる８月の降下量が最大となり，敷地における降灰層厚は 1.3cm と

なった（第 7.2－15 図）。次に，８月の大気パラメータを基本とし，風

向，風速，粒径，密度及び噴煙柱高度のパラメータの不確かさを考慮

して降灰層厚への影響を検討した結果，風向の不確かさを考慮した検

討として敷地方向への仮想風を考慮したケースが最大となり，敷地に

おける降灰層厚は 44.5cm となった（第 7.2－16 図）。 

以上のことから，原子力発電所の運用期間中の噴火規模として想定

した大山生竹テフラについて，文献調査，地質調査及び火山灰シミュ

レーションを踏まえた検討結果 44.5cm を踏まえ，敷地における降下火

砕物の層厚を 45cm と評価した。 

ｃ．その他の火山 

三瓶山及び大山を除く地理的領域内の検討対象火山起源の降下火砕
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物については，文献調査等の結果，島根半島には認められないとされ

ていることから，三瓶山及び大山による敷地における降灰層厚を上回

るものではないと評価した。 

 

(3) 地理的領域外の火山による降下火砕物の影響評価 

地理的領域外の火山のうち，敷地に到達した可能性のある降下火砕物

の給源である鬼界カルデラ，姶良カルデラ，阿多カルデラ，阿蘇カルデ

ラ及び鬱陵島について，原子力発電所の運用期間中の噴火規模を想定し，

降下火砕物の影響評価を行った。 

鬼界カルデラ，姶良カルデラ，阿多カルデラ及び阿蘇カルデラは，い

ずれもＶＥＩ７以上の噴火（町田・新井（2011）に従い，以下「破局的

噴火」という。）に伴い降下火砕物が敷地に到達した可能性があることか

ら，原子力発電所の運用期間中に破局的噴火が発生する可能性について

検討した。 

町田・新井（2011）によると，日本列島では，噴出物総量 10km3～100km3

に及ぶ大容量のテフラを噴出した噴火は，１つの火山で数万年～十数万

年に一度程度の頻度で発生したとされている。 

鬼界カルデラは，最近の破局的噴火からの経過時間より，破局的噴火

の活動間隔が十分に長く，破局的噴火までには，十分な時間的余裕があ

ると考えられる。また，Nagaoka（1988）（34）によると，鬼界カルデラに

おける現在の噴火活動は，薩
さつ

摩
ま

硫
い

黄
おう

島における後カルデラ噴火ステージ

と考えられる。鬼界カルデラの地下構造については，篠原ほか（2008）（35）

等によると，鬼界カルデラのメルト含有物に関する検討から，深度３km

にマグマ溜まりの上面が推定され，火山ガスの放出量から，80km3以上の

マグマ溜まりが推定されるものの，火山ガス起源のほとんどを地下深く

に潜在している玄武岩質マグマであるとしていることから，マグマ溜ま

りのほとんどは玄武岩質マグマであり，破局的噴火が発生する可能性は

十分小さいと評価した。 
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姶良カルデラは，最近の破局的噴火からの経過時間より，破局的噴火

の活動間隔が十分に長く，破局的噴火までには，十分な時間的余裕があ

ると考えられる。また，Nagaoka（1988）によると，姶良カルデラにおけ

る現在の噴火活動は，桜
さくら

島における後カルデラ噴火ステージと考えられ

る。姶良カルデラの地下構造については，井口ほか（2014）（36）等による

と，測地学的検討から，姶良カルデラ中央部下の深度 10km にマグマ溜ま

りを示唆する圧力源が想定されているものの，東宮（1997）による珪長

質マグマの浮力中立点の深度７km よりも深い位置にあることから，破局

的噴火の可能性を示唆する珪長質マグマ溜まりではなく，破局的噴火が

発生する可能性は十分小さいと評価した。 

阿多カルデラは，最近の破局的噴火以降，比較的小規模な噴火を継続

しており，また，Nagaoka（1988）によると，現在の噴火活動は，開聞
かいもん

岳

における後カルデラ噴火ステージもしくは池
いけ

田
だ

におけるプリニー式噴火

ステージの初期段階と考えられる。阿多カルデラの地下構造については，

気象庁（2013）によると，低周波微小地震は地下 13km 以深から認められ，

概ね深度 20km～25km の範囲に集中しており，東宮（1997）による珪長質

マグマの浮力中立点の深度７km よりも深い位置にあることから，破局的

噴火が発生する可能性は十分小さいと評価した。 

阿蘇カルデラは，最近の破局的噴火以降，比較的小規模な噴火を継続

しており，また，Nagaoka（1988）によると，現在の噴火活動は，阿蘇に

おける後カルデラ噴火ステージと考えられる。阿蘇カルデラの地下構造

については，三好ほか（2005）（37）によると，阿蘇４の噴火以降の火山岩

の分布とそれらの組成から，大規模な珪長質マグマ溜まりは想定されな

いとされている。また，Abe et al.（2010）（38）によると，阿蘇カルデラ

下の深度 15km～25km の範囲に低速度層が認められ，マグマ溜まりの存在

を示唆するものとされているが，東宮（1997）による珪長質マグマの浮

力中立点の深度７km よりも深い位置にあることから，原子力発電所の運

用期間中に破局的噴火が発生する可能性は十分小さいと評価した。 
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鬱陵島は，約 10,200 年前（町田・新井（2011））にＶＥＩ６規模の噴

火が発生し，鬱陵隠岐火山灰を噴出させている。鬱陵隠岐の噴火以降，

少なくとも３回の噴火があったとされているが，それらの詳細な噴火規

模は不明であることから，原子力発電所の運用期間中の噴火規模として，

過去最大の噴火規模である鬱陵隠岐火山灰を考慮することとし，その噴

出量を須藤ほか（2007）から 12.22km3とした。町田・新井（2011）によ

ると，鬱陵隠岐火山灰の層厚は敷地付近で２cm 以下とされている。現在

の気象条件における降灰分布を確認するため，移流拡散モデルを用いた

シミュレーションにより降灰分布を確認した。鬱陵隠岐火山灰の噴出規

模を考慮し，気象庁の輪
わ

島
じま

特別地域気象観測所の各月の大気パラメータ

（1988 年１月から 2013 年６月までの約 26年間の月平均風速の平均値及

び月平均風向の最頻値）を用いてシミュレーションを実施した結果，偏

西風の弱まる７月及び８月の降下量が最大となり，敷地における降灰層

厚は 0.1cm となった（第 7.2－17 図）。 

 (4) 敷地において考慮する降下火砕物の層厚，密度及び粒径 

文献調査，地質調査，火山灰シミュレーション及び敷地周辺の層厚を

踏まえた検討の結果，敷地における降灰層厚は，三瓶山では 56cm，大山

では 45cm と評価し，それ以外の火山については，三瓶山や大山の降灰層

厚を上回るものではないことから，敷地において考慮する降下火砕物の

層厚を 56cm と評価する。 

降下火砕物の密度については，敷地において降下火砕物が確認されて

いないことから，宇井編（1997）（39）に基づき，湿潤密度を 1.5g/cm3，乾

燥密度を 0.7g/cm3 と設定する。また，降下火砕物の粒径については，鈴

木ほか（1973）（40）に基づき，4.0mm 以下と設定する。 

 

7.2.3.2 土石流，火山泥流及び洪水 

敷地と検討対象火山の間には，日本海又は標高 100m 以上の東西に延びる

狭長な山地及び宍道湖・中海低地帯が位置することから，土石流，火山泥
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流及び洪水は敷地に到達することはなく，影響を及ぼす可能性は十分小さ

いと評価した。 

 

 

7.2.3.3 火山から発生する飛来物 

敷地を中心とする半径 10km の範囲に検討対象火山がないことから，火山

から発生する飛来物が敷地に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

 

7.2.3.4 火山ガス 

検討対象火山から敷地方向には，火山ガスの拡散に対し地形的障害とな

る標高 100m 以上の稜線及び宍道湖・中海低地帯が位置していること並びに

敷地の前面は日本海に面しており，到達した火山ガスが拡散しやすい地形

条件となっていることから，火山ガスが敷地に影響を及ぼす可能性は十分

小さいと評価した。 

 

7.2.3.5 津波及び静振 

「6. 津波」に示す。 

 

7.2.3.6 大気現象 

竜巻，落雷等による影響評価に包含される。 

 

7.2.3.7 火山性地震及びその関連事象 

敷地は検討対象火山と十分に離隔があることから，火山性地震及びその

他関連事象が敷地に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

 

7.2.3.8 熱水系及び地下水の異常 

敷地は検討対象火山と十分に離隔があることから，熱水系及び地下水の

異常が敷地に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 
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10km以内 - 火山から発生する飛来物

11km 和和久久羅羅山山 約80 ～ 約634 約416万年

30km以内 16km 大大根根島島 溶岩流 約19 －

32km 島根県 シシゲゲググリリ 岩屑なだれ，地滑り及び 約90 －

50km以内 44km 島根県・鳥取県 横田火山群 斜面崩壊 約97 ～ 約217 約26万年

53km 鳥取県 大大山山 約2 ～ 約100 約28万年

54km 森森田田山山 約101 ～ 約115 －

55km 三三瓶瓶山山 約0.36 ～ 約11 約4万年

64km 鳥取県・岡山県 蒜山 約42 ～ 約101 約14万年

69km 広島県 女女亀亀山山 約180 －

73km 鳥取県 北北条条八八幡幡 約221 ～ 約229 －

73km 大江高山 約86 ～ 約358 約75万年

74km 川川本本 約209 －

75km 鳥取県 倉倉吉吉 約49 ～ 約183 約51万年

77km 島根県 隠隠岐岐島島後後 約42 ～ 約468 約104万年

94km 三朝 約223 ～ 約590 約140万年

101km 鳥取県 槇槇原原 土石流，火山泥流及び 約77 －

120km以内 113km 郡郡家家 洪水 約214 －

131km 鳥取県 扇ノ山 約44 ～ 約122 約20万年

134km 佐佐坊坊 約170 －

137km 美美方方火火山山群群 約22 ～ 約158 約47万年

139km 照来 約225 ～ 約313 約28万年

146km 大大屋屋・・轟轟 火山ガス 約241 ～ 約277 －

152km 神神鍋鍋火火山山群群 火砕物密度流：火砕流， 約1 ～ 約70 約48万年

160km以内 156km 上上佐佐野野・・目目坂坂 サージ及びブラスト 約13 ～ 約23 －

最大活動休止期間
調査対象とすべき

火山現象

※原子力発電所に影響を及ぼし得る火山を，ゴゴシシッックク体体で示す。

第7.2－1表　敷地周辺の第四紀火山一覧表

活動年代
（万年前）

該当無し

島根県

島根県

該当する第四紀火山敷地からの距離

島根県

兵庫県
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第 7.2－2図(1) 敷地周辺における主な第四紀火山起源の降下火砕物の分布 
（地理的領域内の第四紀火山起源） 

この地図の海岸線は，国土交通省の国土数値情報（海岸線データ）を利用して作成した。 
降下火砕物の分布範囲は町田･新井(2011)に基づいて作成した。 

三瓶山 
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第 7.2－2図(2) 敷地周辺における主な第四紀火山起源の降下火砕物の分布 
（地理的領域外の第四紀火山起源） 

この地図のうち国内の海岸線は，国土交通省の国土数値情報（海岸線データ）を利用して作成した。 
降下火砕物の分布範囲は町田･新井(2011)に基づいて作成した。 
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第 7.2－3図 敷地周辺における三瓶木次テフラの分布 

三三瓶瓶山山 

【凡例】                単位：cm 

    ：等層厚線（町田・新井(2011)による） 

    ：等層厚線（地質調査結果） 

    ：降灰厚さ（文献*による（読取り値）） 

    ：降灰厚さ（地質調査結果） 

＊：日本第四紀学会編(1996)「第四紀露頭集」，林正久・三浦清(1987)「三瓶火山のテフラ層序とその分布」 
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第 7.2－4図 敷地周辺における三瓶雲南テフラの分布 

【凡例】                単位：cm 

    ：降灰厚さ（文献*による（読取り値）） 

    ：降灰厚さ（地質調査結果） 

＊：杉山雄一・宮下由香里・伏島祐一郎・小林健太・家村克敏・宮脇明子・新谷加代（2004）「鳥取県西部，日南湖リニアメント上でのトレンチ

調査」，日本第四紀学会編(1996)「第四紀露頭集」，林正久・三浦清(1987)「三瓶火山のテフラ層序とその分布」 

三三瓶瓶山山 
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第 7.2－10 図 三瓶浮布テフラに関する地質調査結果（広島県北東部（道後山周辺）） 

Ｎ

露頭写真位置 道後山 
三坂北 

鳶の巣山 

白滝山 

猫山 

1km 

   ：主な地表地質踏査ルート 
○ ：三瓶浮布テフラ確認露頭 

野村（1991） 

野村・田中（1987） 

出典：国土地理院地図 地図・空中写真閲覧サービスに加筆 

露頭全景 

ククロロボボクク 

三三瓶瓶浮浮布布テテフフララ 

層層厚厚：：３３００ｃｃｍｍ 

拡大 

火火山山灰灰質質土土（（粘粘土土質質）） 

SE 拡大 

ククロロボボクク 

三三瓶瓶浮浮布布テテフフララ 

層層厚厚：：３３００ｃｃｍｍ 

火火山山灰灰質質土土（（粘粘土土質質）） 

【凡例】                    
    ：町田・新井（2011）による等層厚線 
    ：地質調査地点 
    ：松井・井上（1971）による降灰報告地点 
    ：林・三浦（1987）による降灰報告地点 
    ：野村・田中（1987）による降灰報告地点 
    ：野村（1991）による降灰報告地点 
    ：その他（町田・新井（2011），Maruyama et al.（2020）等の文献による 
     降灰報告地点） 
（  ） ：地質調査結果により参考扱いとする降灰層厚 

（数字は降灰厚さ（cm）） 

NW 

参考文献：町田洋・新井房夫（2011）「新編火山灰アトラス（第 2刷）」，松井整司・井上多津男(1971)「三瓶火山の噴出物と層序」， 

林正久・三浦清（1987）「三瓶火山のテフラの層序とその分布」，野村亮太郎・田中眞吾（1987）「兵庫県南部の U2火山灰層－その対比と地形編年上の意義－」， 

野村亮太郎（1991）「中国山地中央部，道後山周辺の麓屑面と岩塊流」， 

Maruyama.S・Yamashita.T・Hayashida.A・Hirata.T・Danhara.T（2020）「Examination of the Relationship between the Ukinuno and Sakate Tephras from Sambe Volcano, 

Southwest Japan」 
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第 7.2－11 図 三瓶浮布テフラに関する地質調査結果（岡山県北西部（新見市神郷）） 

林・三浦（1987） 

【凡例】                    
    ：町田・新井（2011）による等層厚線 
    ：地質調査地点 
    ：松井・井上（1971）による降灰報告地点 
    ：林・三浦（1987）による降灰報告地点 
    ：野村・田中（1987）による降灰報告地点 
    ：野村（1991）による降灰報告地点 
    ：その他（町田・新井（2011），Maruyama et al.（2020）等の文献による 
     降灰報告地点） 
（  ） ：地質調査結果により参考扱いとする降灰層厚 

（数字は降灰厚さ（cm）） 出典：国土地理院地図 地図・空中写真閲覧サービスに加筆 

Ｎ

露頭写真位置 

：主な地表地質踏査ルート 
：三瓶浮布テフラ確認露頭 

330000mm 

露頭全景 

拡大 

クロボク 

火山灰質土 
（極細粒砂質） 

三瓶浮布テフラ 
層厚：４０ｃｍ 

火山灰質土 
（細粒砂質） 

火山灰質土 
（シルト質） 

火山灰質土（粘土質） 

拡大 

ENE WSW 

参考文献：町田洋・新井房夫（2011）「新編火山灰アトラス（第 2刷）」，松井整司・井上多津男(1971)「三瓶火山の噴出物と層序」， 

林正久・三浦清（1987）「三瓶火山のテフラの層序とその分布」，野村亮太郎・田中眞吾（1987）「兵庫県南部の U2火山灰層－その対比と地形編年上の意義－」， 

野村亮太郎（1991）「中国山地中央部，道後山周辺の麓屑面と岩塊流」， 

Maruyama.S・Yamashita.T・Hayashida.A・Hirata.T・Danhara.T（2020）「Examination of the Relationship between the Ukinuno and Sakate Tephras from Sambe Volcano, 

Southwest Japan」 

 

6－7－34



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 7.2－12図 敷地周辺における大山松江テフラの分布 

【凡例】                単位：cm 

    ：等層厚線（町田・新井(2011)による） 

    ：等層厚線（地質調査結果） 

    ：降灰厚さ（文献*による（読取り値）） 

    ：降灰厚さ（地質調査結果） 

＊：松井整司・井上多津男(1971)「三瓶火山の噴出物と層序」，林正久・三浦清(1987)「三瓶火山のテフラ層序とその分布」， 

木村純一・岡田昭明・中山勝博・梅田浩司・草野高志・麻原慶憲・館野満美子・檀原徹(1999)「大山および三瓶火山起源テフラのフィッション

トラック年代とその火山活動史における意義」 
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